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タ

イ

ト

ル:

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

５

２

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

』

第

一

幕

：

た

い

焼

き

ト

ム

の

新

た

な

挑

戦

（

舞

台

は

東

京

都

内

の

小

さ

な

た

い

焼

き

屋

「

た

い

焼

き

ト

ム

」

。

店

の

外

観

は

カ

ラ

フ

ル

で

ア

メ

リ

カ

ン

な

ポ

ッ

プ

な

雰

囲

気

が

漂

う

。

朝

、

開

店

準

備

中

の

店

内

）

（

ト

ム

が

厨

房

で

リ

ズ

ミ

カ

ル

に

歌

い

な

が

ら

た

い

焼

き

を

焼

い

て

い

る

）

ト

ム

（

歌

い

な

が

ら

）

：

「

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

！

ジ

ャ

ム

ジ

ャ

ム

ジ

ャ

ム

！

楽

し

い

た

い

焼

き

、

ど

ん

ど

ん

焼

け

る

～♪

」

（

魚

住

は

掃

除

を

し

な

が

ら

、

ト

ム

の

テ

ン

シ

ョ

ン

に

困

惑

し

て

い

る

）

魚

住

：

「…

朝

か

ら

飛

ば

し

て

ま

す

ね…

」
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ト

ム

（

陽

気

に

）

：

「

魚

住

！

今

日

の

新

作

た

い

焼

き

の

準

備

は

で

き

て

る

か

？

」

魚

住

（

た

め

息

混

じ

り

に

）

：

「

ト

ム

さ

ん…

本

当

に

や

る

ん

で

す

か

？

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

た

い

焼

き…
」

ト

ム

（

自

信

満

々

）

：

「

も

ち

ろ

ん

！

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

は

ア

メ

リ

カ

人

の

ソ

ウ

ル

フ

ー

ド

だ

！

こ

れ

は

革

命

的

な

た

い

焼

き

に

な

る

ぞ

！

」

魚

住
（

困

惑

し

な

が

ら

も

材

料

を

用

意

）
：
「

お

客

さ

ん

が

受

け

入

れ

る

か

ど

う

か…

」

（

準

備

が

整

い

、
店

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

上

が

る

。

最

初

の

お

客

が

入

っ

て

く

る

。

）

第

二

幕

：

最

初

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

（

朝

の

ピ

ー

ク

タ

イ

ム

。

常

連

客

た

ち

が

ぞ

ろ

ぞ

ろ

と

や

っ

て

く

る

。

）
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常

連

客

Ａ
（40

代

、
サ

ラ

リ

ー

マ

ン

）
：
「

お

、

今

日

は

新

作

か

？

毎

回

楽

し

み

に

し

て

る

ん

だ

よ

！

」

ト

ム

（

誇

ら

し

げ

に

）

：

「

イ

エ

ス

！

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

た

い

焼

き

だ

！

甘

く

て

フ

ル

ー

テ

ィ

ー

、

ま

る

で

ア

メ

リ

カ

ン

ブ

レ

ッ

ク

フ

ァ

ス

ト

た

い

焼

き

だ

ぜ

！

」

（

常

連

客

Ａ

が

一

口

か

じ

る

）

常

連

客

Ａ

：
「

！
？

う

お

お

お

お

！
な

ん

だ

こ

れ…

皮

は

パ

リ

ッ

と

し

て

る

の

に

、

中

か

ら

ト

ロ

～

リ

と

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

が

あ

ふ

れ

て

く

る…

！

甘

酸

っ

ぱ

く

て

濃

厚

な

ジ

ャ

ム

が

口

い

っ

ぱ

い

に

広

が

っ

て…

こ

れ…

朝

飯

に

最

高

す

ぎ

る

だ

ろ

！

」

（

次

に

常

連

客

Ｂ

が

試

す

）

常

連

客

Ｂ

（50

代

、

主

婦

）

：

「

ど

れ

ど

れ…

う

ん

、

皮

の

香

ば

し

さ

と

こ

の

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー
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の

甘

酸

っ

ぱ

さ

が

絶

妙

！
し

か

も

噛

む

た

び

に

、

ジ

ャ

ム

の

粒

々

感

が

舌

に

感

じ

ら

れ

て

、

な

ん

て

贅

沢

な

の

！

」

大

学

生

：

「S
N
S

で

話

題

に

な

っ

て

る

っ

て

聞

い

た

ん

で

、

試

し

て

み

ま

す

！

」

（

一

口

食

べ

る

と

目

を

見

開

く

）

「

え

っ…

う

わ

っ

、

す

ご

い

！

果

実

感

が

ダ

イ

レ

ク

ト

に

く

る

！

口

の

中

が

ま

る

で

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

畑

だ

！

」

O
L

客

：
「

こ

れ

、
紅

茶

と

合

わ

せ

た

ら

最

高

じ

ゃ

な

い

？

ア

フ

タ

ヌ

ー

ン

テ

ィ

ー

感

あ

る

！

」

（

店

内

は

絶

賛

の

声

に

包

ま

れ

る

。

魚

住

は

ホ

ッ

と

す

る

が

、

ト

ム

は

ま

だ

納

得

し

て

い

な

い

様

子

）

第

二

幕

終

了

第

三

幕

：

テ

レ

ビ

局

で

話

題

に
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（

翌

日

、S
N
S

で

拡

散

さ

れ

、

若

者

た

ち

が

押

し

寄

せ

る

）

女

子

高

生

グ

ル

ー

プ

：

「

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

た

い

焼

き

！

？

め

っ

ち

ゃ

可

愛

い

！

し

か

も

写

真

映

え

す

る

！

」

（

そ

こ

へ

テ

レ

ビ

局

の

社

員

た

ち

が

ラ

ン

チ

休

憩

で

や

っ

て

く

る

）

テ

レ

ビ

局

社

員

A

（30

代

、
デ

ィ

レ

ク

タ

ー

）
：

「

な

ん

か

最

近

、

疲

れ

が

取

れ

な

い

ん

だ

よ

な…

目

も

し

ょ

ぼ

し

ょ

ぼ

す

る

し…

」

テ

レ

ビ

局

社

員

B

（20

代

、A
D

）

：

「

先

輩

、

こ

れ

試

し

て

み

て

く

だ

さ

い

よ

！

な

ん

か

S
N
S

で“

眼

精

疲

労

に

効

く”

っ

て

バ

ズ

っ

て

ま

し

た

！

」

（

社

員

A

が

か

じ

る

）

テ

レ

ビ

局

社

員

A

：

「…
…

！

！

な

、

な

ん

だ

こ

れ

は…

！
？

甘

酸

っ

ぱ

さ

が

脳

を

刺

激

し

て

、
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目

の

奥

が

シ

ャ

キ

ー

ン

と

す

る

！

今

ま

で

食

べ

た

ど

の

た

い

焼

き

よ

り

も

、

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

感

が

す

ご

い

！

」

テ

レ

ビ

局

社

員
C

（40

代

、
プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

）
：

「

ほ

う…

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

の

ア

ン

ト

シ

ア

ニ

ン

効

果

か

？…

こ

の

た

い

焼

き

、

う

ち

の

健

康

情

報

番

組

で

特

集

し

よ

う

！

」

（

数

日

後

、

テ

レ

ビ

番

組

で

紹

介

さ

れ

る

）

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

：
「

今

話

題

の“

眼

精

疲

労

に

効

く

！

？

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

た

い

焼

き”

が

、

働

く

現

代

人

の

救

世

主

に

！

果

た

し

て

そ

の

実

力

は

！

？

」

（

放

送

を

見

た

魚

住

と

ト

ム

）

魚

住

：

「

え

ぇ

ぇ

！

？

こ

ん

な

健

康

効

果

が

あ

る

っ

て

！
？

全

然

考

え

て

な

か

っ

た

で

す

よ

！
」
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ト

ム

（

大

笑

い

）

：

「

フ

ァ

ニ

ー

だ

ろ

！

？

で

も…

結

果

オ

ー

ラ

イ

！

た

い

焼

き

は

人

を

ハ

ッ

ピ

ー

に

す

る

も

の

だ

か

ら

な

！

」

（

店

の

外

で

は

若

者

た

ち

や

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

、

O
L

た

ち

が

長

蛇

の

列

を

作

り

、
話

題

は

さ

ら

に

広

が

る

）

第

三

幕

終

了

第

四

幕

：

更

な

る

進

化

！

（

連

日

、

大

盛

況

。

し

か

し

、

ト

ム

は

ま

だ

何

か

考

え

て

い

る

様

子

）

ト

ム

：

「

魚

住

、

俺

は

も

っ

と

進

化

し

た

い

！

次

は

ホ

イ

ッ

プ

ク

リ

ー

ム

を

追

加

し

て“

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ホ

イ

ッ

プ

た

い

焼

き”

を

作

ろ

う

！

」

魚

住

：

「

え

ぇ

！

？

も

う

次

の

ア

イ

デ

ア

！

？

で

も…

確

か

に

美

味

し

そ

う

か

も

！

」
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（

試

作

を

開

始

し

、

ホ

イ

ッ

プ

を

ト

ッ

ピ

ン

グ

し

た

た

い

焼

き

を

作

る

。

常

連

客

も

巻

き

込

ん

で

試

食

会

を

す

る

）

常

連

客

Ａ

：

「

お

お

！

ホ

イ

ッ

プ

の

コ

ク

が

プ

ラ

ス

さ

れ

て

、

ま

る

で

ス

イ

ー

ツ

！

」

常

連

客

Ｂ

：

「

新

感

覚

！

こ

れ

は

ヒ

ッ

ト

間

違

い

な

し

ね

！

」

（

ト

ム

、
魚

住

、
常

連

た

ち

、
全

員

が

大

興

奮

）

第

四

幕

終

了

第

五

幕

：

大

成

功

の

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

（

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

ジ

ャ

ム

た

い

焼

き

と

、

進

化

版

の

ホ

イ

ッ

プ

た

い

焼

き

が

メ

ニ

ュ

ー

に

並

ぶ

。

店

は

さ

ら

に

賑

わ

う

）
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ト

ム
（

大

満

足

）
：
「

こ

れ

が“

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き”

の

真

髄

だ

！

楽

し

く

て

、

美

味

し

く

て

、

み

ん

な

が

笑

顔

に

な

る

！

」

魚

住

（

笑

顔

）

：

「

次

は

ど

ん

な

た

い

焼

き

を

作

り

ま

す

か

？

」

ト

ム

：

「

よ

ー

し

、

次

は…
ス

ト

ロ

ベ

リ

ー

チ

ョ

コ

た

い

焼

き

だ

！

」

（

店

の

前

に

は

行

列

が

続

き

、

物

語

は

明

る

く

幕

を

閉

じ

る

）

終

幕


